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箱
根
路
を
我
が
越
え
く
れ
ば
伊
豆
の
海
や

　
　
　
　
沖
の
小
島
に
浪
の
寄
る
見
ゆ

と
は
、
鎌
倉
右
大
臣
の
作
と
し
て
有
名
な
る
が
、
二
所
參
詣
の
時
、
箱
根
權
現

を
經
て
伊
豆
山
權
現
に
詣
づ
る
途
中
に
て
詠
み
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
沖
の
小

島
と
は
初
島
の
事
な
り
。
當
年
箱
根
よ
り
伊
豆
山
へ
下
る
に
は
、
蘆
ノ
湖
の
東

南
端
よ
り
鞍
掛
山
に
上
り
、
峯
づ
た
ひ
に
十
國
峠
を
經
た
る
べ
し
と
思
は
る
。

七
百
年
後
の
今
日
、
裸
男
こ
の
路
を
經
過
す
る
に
、
白
浪
依
然
と
し
て
沖
の
小

島
に
寄
る
。
伊
豆
山
の
浴
舍
に
投
ず
れ
ば
、
沖
の
小
島
近
く
窓
に
當
り
て
、
裸

男
を
招
か
む
と
す
る
に
似
た
り
。
十
七
年
の
昔
、
伊
豆
山
よ
り
舟
を
雇
ひ
て
之

に
赴
か
む
と
せ
し
に
、
『
浪
荒
し
』
と
て
應
ぜ
ず
。
そ
の
後
、
伊
豆
山
に
遊
ぶ

毎
に
、
必
ず
舟
を
雇
は
む
と
せ
し
が
、
い
つ
も
天
候
惡
し
く
し
て
、
其
の
意
を

得
ざ
り
き
。
大
正
二
年
の
秋
、
ま
た
伊
豆
山
に
遊
び
、
舟
を
雇
は
む
と
せ
し
に
、

『
今
日
は
不
可
な
り
。
二
三
日
待
た
れ
よ
』
と
い
ふ
。
げ
に
待
て
ば
海
路
の
日

和
と
か
や
。
眼
は
覺
め
た
れ
ど
、
猶
ほ
蓐
中
に
在
り
。
煙
草
を
喫
し
な
が
ら
、

玻
璃
窓
を
通
し
て
海
上
に
昇
る
朝
日
を
眺
め
し
に
、
圖
ら
ず
も
、
『
今
日
は
天

候
よ
し
、
舟
を
出
さ
む
』
と
、
女
中
來
り
報
ず
。
嬉
し
や
十
七
年
の
宿
志
、
今

日
始
め
て
達
す
。
傍
ら
に
臥
せ
る
長
男
を
呼
び
起
せ
ば
、
手
を
拍
つ
て
喜
び
勇

む
。
旅
は
路
伴
と
て
、
同
行
者
を
募
ら
し
む
る
に
、
應
ず
る
者
な
し
。
他
の
宿

屋
に
求
め
し
む
る
も
無
し
。
『
番
頭
の
中
、
誰
か
行
か
ず
や
』
と
誘
へ
ど
、

『
い
づ
れ
も
都
合
惡
し
』
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
朝
食
を
終
へ
、
親
子
だ
け
に

て
舟
に
上
ら
む
と
せ
し
に
、
『
同
伴
を
許
さ
れ
よ
』
と
て
、
女
中
來
た
る
。
女

は
多
く
舟
に
醉
ふ
を
以
て
、
遠
慮
し
て
誘
は
ざ
り
き
。
『
舟
に
醉
は
ぬ
か
』
と

問
へ
ば
、
『
醉
は
ず
』
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
伴
ひ
し
が
、
果
し
て
そ
の
言
の

如
く
、
往
復
と
も
少
し
も
醉
は
ざ
り
き
。

　
漁
夫
四
人
に
て
漕
ぐ
。
秋
の
空
霽
れ
て
波
靜
か
な
り
。
靜
か
な
れ
ど
も
、
大

海
の
事
な
れ
ば
、
波
の
う
ね
り
あ
り
。
舟
は
前
後
に
大
い
に
動
き
、
左
右
に
少

し
動
く
。
左
に
相
模
の
大
山
見
え
そ
む
る
か
と
思
へ
ば
、
右
に
も
天
城
山
見
え

そ
む
。
天
城
の
傾
斜
中
に
、
富
士
形
に
突
起
す
る
も
の
二
つ
あ
り
。
大
な
る
を

大
室
山
と
い
ひ
、
小
な
る
を
小
室
山
と
い
ふ
。
『
富
士
山
〳
〵
』
と
長
男
の
叫

ぶ
に
、
顧
み
れ
ば
、
富
士
の
尖
端
、
日
金
山
の
上
に
露
は
る
。
舟
進
む
に
從
ひ

て
益
〻
露
は
る
。
箱
根
の
主
峯
な
る
神
山
は
、
霧
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
支
峰
な

る
聖
山
、
鍛
冶
屋
山
よ
り
岩
戸
山
、
日
金
山
、
弦
卷
山
、
玄
嶽
、
小
川
澤
山
は

順
次
南
に
連
な
り
て
、
恰
も
屏
風
を
立
つ
る
が
如
く
、
そ
の
裾
に
伊
豆
山
、
熱

海
、
網
代
、
伊
東
等
の
市
街
散
在
す
。
畑
層
々
高
く
、
山
の
半
腹
以
上
に
も
及

ぶ
處
あ
り
。
左
に
は
眞
鶴
崎
突
出
し
、
右
に
は
黒
吹
崎
突
出
す
。
三
浦
半
島
や
、

總
房
半
島
や
、
大
島
は
、
霧
に
隱
れ
て
見
え
ず
。
風
起
り
け
れ
ば
、
帆
を
擧
ぐ
。

黒
き
鳥
の
浮
べ
る
あ
り
。
『
鵜
か
』
と
問
へ
ば
、
『
眞
鳥
な
り
』
と
い
ふ
。
そ

の
飛
ぶ
を
見
る
に
、
羽
の
裏
白
く
、
腹
も
白
し
。
そ
の
眞
鳥
の
、
左
の
方
遠
く

海
上
に
群
れ
る
を
漁
夫
指
し
て
、
『
鰹
か
鮪
か
が
押
寄
せ
た
る
な
り
』
と
い
ふ
。

『
鰹
や
鮪
と
眞
島
と
は
如
何
ん
か
關
係
あ
る
』
と
問
へ
ば
、
『
眞
鳥
は
鰹
や
鮪

の
爲
に
食
を
得
る
な
り
。
鰯
を
食
と
す
る
も
の
な
る
が
、
其
の
水
中
に
あ
る
は

食
ふ
に
由
な
し
。
鰹
鮪
來
り
て
鰯
の
群
を
襲
へ
ば
、
鰯
驚
い
て
水
上
に
浮
ぶ
。

眞
鳥
は
そ
の
浮
び
た
る
鰯
を
食
ふ
。
今
彼
處
に
群
れ
る
は
、
鰯
が
下
な
る
鰹
鮪

と
、
上
な
る
眞
鳥
と
の
包
圍
攻
撃
に
遭
へ
る
な
り
』
と
い
ふ
。
憐
む
べ
し
、
鰯

は
弱
き
魚
と
書
く
。
弱
き
者
は
禍
な
る
哉
。

　
初
島
の
緑
色
益
〻
鮮
か
に
な
り
ぬ
。
一
簇
の
人
家
も
見
え
そ
む
る
頃
、
風
強

く
な
り
、
海
一
面
に
波
の
花
を
生
じ
、
船
の
動
搖
も
甚
し
く
な
れ
り
と
思
ふ
間

も
な
く
、
島
に
著
き
て
島
司
の
家
に
休
息
す
。
初
島
に
遊
ぶ
者
の
例
と
し
て
菓

子
を
多
く
用
意
し
て
行
き
、
群
り
來
た
る
小
兒
に
與
ふ
。
初
は
五
六
人
來
り
し
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が
、
や
が
て
増
し
て
數
十
人
と
な
る
。
幼
兒
の
幼
兒
を
負
へ
る
も
あ
れ
ば
、
老

女
の
幼
女
を
負
へ
る
も
あ
り
。
先
を
爭
う
て
手
を
出
す
。
轉
ん
で
泣
く
も
あ
り
、

菓
子
を
得
ず
し
て
泣
く
も
あ
り
。
分
ち
盡
し
た
る
後
に
來
り
て
、
失
望
し
て
去

る
も
あ
り
。
可
笑
し
く
も
あ
れ
ば
、
憐
れ
に
も
あ
り
。
持
ち
行
き
た
る
酒
は
、

漁
夫
に
分
ち
、
な
ほ
不
足
な
れ
ば
、
『
酒
な
き
か
』
と
問
ふ
に
、
『
昨
日
祭
禮

あ
り
て
、
酒
を
飮
み
盡
し
た
り
』
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
と
て
、
午
食
し
て
島
内
を

散
歩
す
。

　
人
家
は
島
の
北
方
、
稍
〻
低
き
處
に
簇
れ
り
。
そ
の
數
四
十
、
古
來
制
を
立

て
て
之
よ
り
上
は
増
さ
ず
。
外
に
神
社
一
つ
寺
一
つ
小
學
校
一
つ
あ
り
。
こ
の

島
東
西
八
町
、
南
北
四
町
と
稱
す
。
海
面
よ
り
高
き
こ
と
二
三
十
丈
も
あ
る
べ

し
。
人
家
の
あ
る
處
を
除
き
て
は
悉
く
畑
な
り
。
周
圍
に
樹
木
あ
り
。
區
域
に

も
竝
木
あ
り
。
路
は
低
く
、
畑
は
石
垣
の
上
に
稍
〻
高
し
。
畑
の
面
積
は
十
七

町
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
、
芋
、
麥
、
黍
の
三
作
を
得
て
、
島
民
は
農
の
み
に
て
生
活

す
る
に
餘
り
あ
り
。
魚
來
れ
ば
、
法
螺
の
貝
を
吹
き
て
之
を
報
じ
、
一
島
擧
つ

て
船
に
赴
く
。
海
上
に
て
獲
た
る
物
は
、
家
毎
に
等
分
し
、
耕
作
は
家
々
之
を

別
に
す
。
農
は
個
人
的
に
し
て
、
漁
は
社
會
的
な
り
。
社
會
的
の
中
に
個
人
的

あ
り
、
個
人
的
の
中
に
社
會
的
あ
り
。
耕
作
物
の
外
、
桃
あ
り
、
椿
あ
り
。
椿

は
取
り
て
油
を
製
す
。
水
仙
も
多
し
、
そ
の
花
大
に
し
て
美
な
り
と
て
有
名
な

り
。
盜
賊
あ
ら
ざ
れ
ば
、
夜
、
雨
戸
を
締
む
る
こ
と
な
し
。
島
内
に
物
賣
る
家

な
し
。
子
供
等
の
遊
客
の
菓
子
を
珍
ら
し
が
る
も
、
尤
も
な
る
次
第
な
り
。
井

戸
は
二
つ
あ
り
。
試
み
に
之
を
掬
せ
し
に
、
清
冽
に
し
て
、
少
し
も
鹽
氣
を
帶

び
ず
。
小
學
校
は
コ
ス
モ
ス
の
花
に
圍
ま
れ
た
り
。
校
長
に
逢
は
ば
面
白
き
話

も
あ
ら
む
と
思
ひ
た
れ
ど
、
授
業
中
な
り
け
れ
ば
、
立
寄
ら
ざ
り
き
。
人
家
の

間
、
路
縱
横
に
通
じ
、
石
を
敷
け
り
。
ぐ
う
〳
〵
の
鳴
聲
に
て
豚
を
飼
へ
る
を

知
り
、
こ
ゝ
に
も
豚
あ
る
か
と
、
一
つ
の
小
屋
を
覗
け
ば
牛
な
り
き
、
島
司
の

家
だ
け
は
、
衡
門
あ
り
、
白
き
土
藏
も
あ
り
。
客
室
の
楣
間
に
は
、
『
天
樂
』

の
額
を
掲
げ
、
床
の
間
に
は
、
『
化
而
裁
之
存
于
變
、
推
而
行
之
存
于
通
』
の

一
軸
を
掛
く
。
い
づ
れ
も
中
村
敬
宇
翁
の
書
也
。

　
こ
の
島
よ
り
伊
豆
山
、
熱
海
、
伊
東
へ
は
、
い
づ
れ
も
三
里
、
網
代
へ
は
最

も
近
く
し
て
二
里
あ
り
。
往
き
に
は
、
二
時
間
と
二
十
分
か
ゝ
り
、
歸
り
に
は

今
少
し
多
く
か
ゝ
り
ぬ
。
伊
豆
山
を
出
づ
る
時
、
船
中
に
蠅
數
十
匹
居
り
し
が
、

歸
る
時
に
も
、
ほ
ゞ
同
じ
數
な
り
。
島
に
移
住
せ
し
も
の
は
無
か
り
し
と
見
ゆ
。

中
央
と
覺
し
き
處
に
て
、
二
度
ま
で
も
、
小
さ
き
黄
色
の
蝶
の
、
船
を
掠
め
て

飛
び
行
く
を
見
た
り
。
何
處
に
何
を
求
め
む
と
す
ら
む
、
そ
の
健
氣
な
る
に
驚

か
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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